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今年の 2月15日．大平地内で発生 した雪崩で
埋まった県道を復旧する除雪車

． 、
’， 

司·~

雪
崩
に
は
、
表
層
雪
崩
と
底
雪
崩
の
2
種
類
ガ
あ

り
ま
す
。
表
題
雪
崩
は
、
斜
面
の
固
く
な
つ
だ
古
い

雪
の
上
に
ふ
わ
ふ
わ
し
だ
新
し
い
雪
ガ
積
つ
だ
場

合
、
新
し
く
積
っ
た
雪
ガ
落
ち
る
も
の
で
、

真
冬

巳
よ
く
起
こ
り
ま
す
。
底
雪
崩
は
、
地
面
と
雪
の
聞

に
雪
ど
け
水
や
雨
な
ど
ガ
入
り
込
み
、
雪
全
体
ガ
ず

り
落
ち
て
し
ま
う
雪
崩
で
、
気
温
ガ
高
く
怠
る
春
先

の
翻
雪
期
に
起
こ
り
ま
す
。

3
月
は
特
に
注
意
す
る

必
要
ガ
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
2
月
刊
白
、
新
潟
県
青
海
町

‘ 
.昨年の 2月5日．小川温泉元J易から200メートル下流て発生した雪崩，＿巻き込まれた乗用車

で
、
融
雪
巳
よ
る
土
砂
崩
れ
に
よ
り
住
宅
ア
戸
ガ
倒

壊
、
叩
人
ガ
死
亡
す
る
と
い
う
大
惨
事
ガ
発
生
し
ま

し
だ
。
こ
れ
は
、
雪
ど
け
水
ガ
地
画
巳
ま
で
し
み
込

ん
だ
も
の
で
、
底
雪
崩
と
工
砂
崩
れ
が
同
時
に
発
生

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
舎
年
の
A
l

月刊
ω
目、

新
潟
県
能
生
町
で
大
規
模
な
雪
崩
ガ
発
生
し
、
民
家

竹
戸
ガ
倒
壊
、
日
人
ガ
死
亡
、

8
人
ガ
重
軽
傷
を
負

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
表
層
雪
崩
で
し
定
。

い
ず
れ
も
、
お
隣
り
新
潟
県
で
発
生
し
た
事
故
と

は
い
え
、
朝
日
町
の
す
ぐ
隣
り
の
地
域
で
す
。
我

ガ
朝
日
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
大
規
模
な
雪
崩
事
故

は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
ガ
、
昨
年
の

2
月
5
日
巳

は
、
小
川
温
泉
元
湯
か
ら
約

2
0
0メ
ー
ト
ル
下

流
で
雪
崩
ガ
発
生
し、

乗
用
車
ペ
l

台
ガ
巻
き
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
疋
、
幸
い
事
政
に
は
至
ら
な
か
っ
だ

も
の
の
、
舎
年
の

2
月
大
平
地
内
（
大
平
橋
下
流
約

2
0
0メ
ー
ト
ル
地
点
）
で
雪
崩
ガ
発
生
し
ま
し
た
。

膏
酒
田
や
能
笠
町
の
彼
災
者
ガ

「
過
去
巳
こ
ん
芯

こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
」
と
証
言
し
て
い
る
よ
う

に、

過
去
に
発
生
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
安
仙

で
き
ま
せ
ん
。
町
で
も
危
険
か
所
に
つ
い
て
は
、
パ

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
ガ
、
皆
さ
ん
も
異
常
等
に
お

気
付
き
の
際
は
、
役
場
除
雪
本
部

（
官
邸
H
ペ
1
1
0

4
）
巳
急
報
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
羽
入
j
小
川
温
泉
元
湯
間
の
県
道
は
、
午

後

9
時
か
ら
午
前
ア
時
ま
で
の
夜
間
巳
変
通
広
め
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
を
。

・
昭
和
別
年
3
月
号

＠



肥
満
は
病
気
の
は
じ

んそ
の
間
に
、
思
う
よ
う
に
体
を

動
か
せ
な
く
て
、
太
っ
て
し
ま

っ

た
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

3
月
の
声
を
聞
く
と
、
限

っ
て

い
た
動
物
や
純
物
も
前
動
を
始
め

ま
す
。
U
私
た
ち
に
と

っ
て
も
し
た

い
に
活
動
し
や
す
い
時
期
に
な
っ

て
き
ま
す
。
運
動
を
始
め
て
、
成

人
病
の
安
凶
と
む
い
え
る
太
り
す

ぎ
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

死
亡
し
た
人
の

叩
人
に
6
人
は

成
人
病

人h
川
で
は
、
ト
砂
川
約

2
．
0
0
0
人
の
人
か

亡
く
な
っ
て
い
ま
す

そ
の
服
凶
は
、
主
説
、
交

通
事
放
、
内
け
机
ね
な
ど
い

ろ
い
ろ
で
す
が
、
日
取
し

多
い
の
か
病
死
、
し
か
む
成
人
病
で
す
。

削
明
日
町
で
も
．
昭
何
回
年
を
例
に
と
る
と
、

死
闘
で
ご
修
多
い

の
が

J
H
ン
L
U
・
0
%
）
、

次
い
で
恥
宇
中
な
ど
の

J
刷
臥
竹
疾
忠

L
m－

7
A
V
）
・
内
心
uR
病
4

（は

・
8
%
）
と
、
3
位

ま
て
か
成
人
的
で
す
ニ
れ
に
尚
胤
川
州
な

ど
を
加
え
る
と
、
実
に
亡
く
な
っ
た
人
の
ゆ

い

ま

す

肥
J

酬
は
休
れ
で
決
ま
る
の
で
し
ょ

う
か

興
臥
深
い
例
か
あ
リ
ま
す

4

む
は
あ
さ
ん
し
わ
ね
付
さ
ん
し
太

っ
て

い
る

科
月
以
さ
ん
の
・家
に
生
ま
れ
た
姉
妹
の
ヲ
ち
、

妹
の
は
・
ヲ
か
川
h
f
に
山
さ
れ
ま
し
た
大
さ

く
な
る
に
つ
れ
て
、
仙
川
の
ほ
う
は
肥
渦
児
の

係
印
を
川
付
さ
れ
る
は

y
・太
っ
て
き
た
の
に
付

し
、
通
－
止
な
食
生
活
の
中
で
過
ご
し
た
妹
の

は
・
ヲ
は
い
う
ミ
・
7
に
太
ら
す
、
町
山
？
の
と
れ

た
体
に
L
U
ち
ま
し
た
。

－
ぶ
る
れ
糸
川
か
生
ま
れ
つ
き
で
な
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
か
、
－
ぶ
っ
て
い
る
械
の
食
小
ド
内
れ

や
辺
助
以
な
ど
、
そ
の
引
が
脳
内
川
崎
が
応
ト
れ
す

る
と
い

J

て
む
治
パ
で
は
あ
リ
ま
せ
ん

日
分
は
太
り
す
ぎ
か

ハ
分
か
ト
h

リ
す
き
か
と
・
っ
か
を
知
る
に
は
、

ハ
ー
？
”
九
切
の
川
想
的
なル
m
tmを
知

っ
て
ね
〈

必
．
吹
か
あ
リ
ま
す

一
段
に
他
わ
れ
て
い
る
燃
本
似
は
‘
山
身
以

を
ぷ

H4・
と
し
て
外
出
し
ま
す

身
l
k
1
5

5

あ
な
だ
の
体
重
表

｛
、
肥
涜
術
導
の
手
引
き
』／
厚
生
省
栄
養
諜

~河童
危険2革

人
に

6
人
は
成
人
病
か
似
附
と
い
う
・
』
と
に

な
リ
ま
す

新
聞
や
テ
レ
ヒ
な
ど
て
鰍
泊
さ
れ
な
い
日

は
な
い
く
・
り
い
の
・
父
泌
が
品
川
な
ど
の

T
小
ゅ

の
が
依
々

は

5
・
5
%
と
い
か
い
に
少
な
く

ま
り
f

l
り
り
人
の
う
む

6
人
乃
川
合
て
、

数
・
干
し
川
打
瓜
て
す

と
ニ
ろ
て
‘
成
人
病
は
‘

U
事
飲
盟事
食
な
ど

り川
口山
中
川
の
慨
…
仰
刊
か
必
似
さ
れ
て
起
こ
る
こ

と
か
多
い
J

約
十
バ
て
．
仰
代
以
降
の
人
に
多
く

み
ら
れ
ま
す
し
た
か
ゥ
て
．
ふ
だ
ん
の
帥既

成
状
態
に
孔
心
し
て
い
れ
ば
．
防
げ
る
病
気

ど
と
も
い
え
ま
す

死亡の原因図ー3
川
主
て
は
I
O
U
－
身
・
k
l
7
1
川
ま
4

川川

1
0
5
‘
そ
れ
以
ト
は
1
1
0
を
引
い
て
ね

山
し
ま
す
か
、
ム
ー
の
八
i
u
u
の
聞
に
入

っ
て
い
れ
ば
校

φ
的
体
吊
と
考
え
て
よ
い
て

L
ょ
・
1
B
1
C
の
附
な
・
り
、
あ
ま
り
%
に

し
な
く
て

L
大
白
人
夫
て
す
C
ラ
イ
ン
を
位

え
る
と
危
険
紘
て
す

全
国
の

成
1し人

との

｜対

係

あ
る
川ー
へ
叩
似
仲
間
九
L
H
刊
の
川
州
合
て
、
保
険
加

入
時
の
体
的
別
に
化
JL
状
況
を
分
析
し
た
と

・
7
0
、
肥
J

州
都
引
は
と
．m仙
町
会
．
は
刷
・
年
山
人
心

出
て
き
た
お
な
か
を
気
に
し
止
り
、

も
っ
と
ス
マ
ー
ト
に
な
り
た
い
と
鳴
い

て
い
る
入
拡
多
い
と
思
い
ま
す
．

し
か
し
、
太
り
す
ぎ
の
傭
8
館
、
俸

の
値
鳳
が
刷
れ
る
こ
と
だ
け
で
肱
お
り
ま

せ
ん
．
心
服
病
や
槽
尿
病
な
ど
を
引

S

起
こ
す
，
き
っ
か
け
・
に
な
る
二
と
．

臓
病
、
が
ん
な
ど
に
よ
る
死
亡
率
が
高
い
と

い
‘
ヲ
ニ
と
が
わ
か
リ
ま
し
た
。

ふ
つ
ヲ
の
人

に
比
べ
て
肝
硬
変
は
3
・
4
倍
、
脳
卒
中
は

1
・
2
倍
の
高
率
で
死
亡
し
て
い
る
の
で
す
。

肥
満
の
人
が
必
ず
し
も
、
こ
う
い

っ
た
成

人
的
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
か
か
る

矧
度
が
向
い
と
い
う
・
』
と
は
い
φ
突
で
す
ι

肥
尚
は
こ
の
は
か
に
も
、
い
る
い
ろ
な
病

気
の
以
闘
に
な
る
こ
と
が
あ
リ
ま
す
。

た
と
え
ば
納
尿
病
で
す
。

叫
mM旅
山
例
は
遺
伝

的
．接
点
を
品川
M
M
に
、
過
食
、
運
動
不
足
に
よ

る
肥
渦
が
除
附
と
な
っ
て
起
ニ
る
こ
と
が
多

〈
、
そ
ん
な
に
恨
い
術
%
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か、

臥H
UR

時
引
け
や
悦
力
開
巾
札
口
な
ど
の
合
併
症

を
引
さ
υ位
、
』
す
た
め、
．安
伸同
窓
の
病
気
で
す
。

な

ぜ

太

る

の

？

’H
動
引
は
、
ガ
ソ
リ
ン
を
燃
…
や
し
て
得

た
エ
ネ
ル
キ
l
て
中
給
を
川
し
て
進
み
ま

す
川
し
よ
う
に
、
似
た
ち
人
聞
の
活
動

に
し
エ
下
ル
キ
ー
か
必
咲
て
す
。

人
間
の
エ
・
不
ル
キ
l
の
し
と
ど
な
っ
て
い

る
の
は
．
巾
本
や
内
な
ど
に
へ
け
ま
れ
て
い
る
「
航

れ
」
，

m
w円
，
タ
ン
ハ
ク
れ
‘
の
3
つ
め

し
か
し
、
人
の
ぬ
か
行
人
．
れ
は
の
よ
・
ヲ
に
．

体
引
し
人
そ
れ
ぞ
れ
民
な
リ
主
字
。
刷
じ
身

k
・
休
中
て
し
．
筋
肉
ね
て
体
か
引
き
締
ま

勺
て
け比
え
る
人
と
、
ぬ
か
山
つ
は
ゥ
て
、
見
る

か
ら
に
中
年
ト
A
A
7
を
忠
わ
ぜ
る
人
か
い
ま
す

そ
の
た
め
同
州
市
体
屯
た
け
で
は
判
断
で
き
ま

せ
ん
か
．

－J
K
W

の
円
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

肥
満
の
予
防
を

肥
泌
を
－

r防
「
る
に
は
、
．

uの
川
品
川
に

必
吹
な
エ
手
ル
キ
｜
以
外
は
と
・
り
な
い
ニ
と

て
寸
そ
し
て
、
治
氏
ー
た
・
り
．
氏
へ
ん
－
U
H

T
け
い
池
動

i
る
の
か
．
品
・
以
い
ん
ル
て
．
泌

動
．
小
犯
の

um市
に
し
な
リ
．

h

．
九
て
す

肥
u州
ド
ぐ
て
か
ら
や
川
上
ー
と
似
h
h
H
す
る

よ
リ
、
た
ら
な
い
た
め
の

f
N仰
い
取
の
は
・
1
か

す
っ
と
米
で
す

と
こ
ろ
て
、
日
本
人
切
掛
川
の
初
ハ
1
セ
ン

ト

は

3
．
0
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
以
上
の
エ
ネ

ル
キ
ー
を
仰
い
仇
し
て
い
ま
す
却
代
の
%
刊

表－2栄養所要量
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は．
t
I
灼
，
2
．
5
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
仰
い
取
す

れ
ば
作
泊
の
ル
仁
川
か
で
き
る
わ
け
で
す
か
ら

5
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
が
オ
ー
バ
ー
に
な
る

わ
け
で
す
カ
ロ
リ
ー
を
与
〈
取
っ
た
ら
、

そ
の
分
泌
動
川
引
を

明

や

す

健

康

な

毎

日

を
一
応
る
持
け
つ
で
す

，R 
札
制
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ι
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日
目

U
A
H
N

白
川
幻

mmωω
引向山

ω
刷
出山
町
山
叫
山
門
別
刷
州

m
n
η
門
川
口
引
円
九
九

η
η
m
m
m
刈
州
別
刷
出
肘
刷
出
制
刑
制
柿
断
的

dm

食
品
の
目
安

ん
レ

τえ
は
l
o
o
k
T
ロ
カ
ロ

リ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ド
ー
ナ

ツ
な
ら
半
分
．
山
川
崎
飲
料
で
は
1

本
分
に
州
中
i
し
ま
す

心
外
に
多
い
の
か
ラ
ー
メ
ン
｛
4

分
の
l
外
J
i
o
リ
キ
ロ
カ
ロ
リ

ー
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
（
2
分
の

l
例
て
1
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
）で

j

そ
れ
に
は
み
か
せ
な
い
の
か

け
A宇
治

zη
の
l
介
て
1
0
0
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
」
や
ビ
l
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（
l
本
て
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ま
す

な
打
、
愛
の
れ
持
金
日
制
」
を
全
融

機
聞
の
怠
け
ゃ
ん
川
崎
地
似
の
旅
館
に

J
出
し
て
、
つ
リ
以
な
ど
の
品
川
［
山

L

引

勺
て
い
三
「
ど
－
J

そ
削
門
川
1
5

く
た
さ
い

善
意
銀
行
の

預
託
と
連
絡
先

朝
日
町
箔
祉
協
議
会

（福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

朝
日
町
役
場
価
商
社
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・
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

富
山
市
新
総
山
総

1
1
7
・
んω山

口
県
知
事
公
室
水
吉
対
策
本
宮
0
7
6

4
1
幻

U
4
1
1
1
内
線
7
4
7

川

中

国
語
初
級
生
募
集
…

i

l

l

i

1

1

1

1

1

1

・

川

朝

日

町

日
中
反
射
協
会
で
は
、

中
…

貯

蓄

推

進

委

員

会

か

ら

山

国
語
の
初
級
湯
山
崎
を
聞
き
ま
す
。
ど

…
h
け
い
！
日
ト
ト
ド
r
I
l
li－
－

－

州

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
講
座
は

…

富
山
県
貯
答
推
進
委
民
会
で
は
、

仰

一
年
間
で
、
受
講
終
了
者
に
は
中
国

…
貯
蓄
議
泌
会
を
聞
き
ま
す
。
入
場
は

州
川

式

終

了
・誌
を
交
付
し
ま
す
。

…
無
料
で
す
。
お
気
齢
社
に
ど
う
ぞ
。

叫

日
時

第
l
回
は
4
川
5
臼

（
十し
）

…
日
時

3
け
同
臼

（
火
）

3

か
ら
で
す
。
以
後
十
叫
月
5
の
付
く
日
。
…

午
後
i
時

1
3
時

川
一川

場
所

中
町
公
民
館

一
会
場

店
山
県
教
育
文
化
会
館

川

受

講

料

月
謝
l
、
5
0
0
問

…
講
師

五
代
利
尖
子

（誠
治
家
）

仰

教
科
書
代
l
、
0
0
0
円

一
演
題

「
人
生
初
年
時
代
の

叫
川
連
絡
先

朝
日
町
時
間
’
川
町
水
仏
米
…

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」

に

古

（
8
1
0
7
4
8）

1
i
l
l
i
t－
－

1
1
1
1
1
1
1
1

柳
川
U
U引
ペ
パ
！
…

技
能
学
校
か
ら

川

富
は
揮
カ
、
句

…l
i
l
i－
－

1
1
i
l－
－

ぃr
1

11

1

1
1

Z

は
、…

職

業

訓

練

生

募

集

！

、

一

必

た

九

の

…
募
集
科
目

E
F

一

く

ら

し

に

い

機

械

科

ω名
、
屯
%
出
器
科
却
名、

ぺ
知

一

一

ゅ
av

一

さ
ま
ざ
ま

…
自
動
車

f
m名

建

築

お

名

』，F

一

な
障
害
や
…
木
工
科
却
名

I
l
li－
－

－

L

彬
響
を
及

…
募
集
期
間

3
月
げ
日
ま
で

ほ
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
雪
に
積

一
選
考
日
時

3
月
M
日
｛月
）

徴
的
に
取
リ
組
み
、
蓄
を
克
服、

雪

一
申
し
込
み

公
共
職
業
安
定
所
へ

に
続
し
み
、
雪
を
利
用
す
る
こ
と
に
一
詳
し
く
は
、
黒
部
高
等
技
能
学
校

よ
り
、
冬
の
高
山
を
さ
ら
に
明
る
く

・

（唱し…部
市
校
中
3
2
0
0
8
臼

1
0

い
き
い
き
と
し
た
も
の
に
す
る
こ
と

・
2
5
1
）
へ
。

が
必
要
で
す
。

…
1
1
1
11
11
1
1
1
1
1
11
1
1

こ
の
た
め
広
く
皆
さ
ん
か
ら
「
雪

一
無

線

国

家

試

験

セ

ン

タ

ー

に
関
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
」
を
募
集
し

い
じ
い
い
け
川
口
仁
H
H
川
l
r1
11
1
1
1

ま
す
。

日

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
伎
上
の
川
家
試

募
集
内
容

克
匂
と
利
品
川
寸
の
分
野
ご

…
験
を
行
い
ま
す
。

と
に
、
第
l
部
門

（小

・
中
学
生
）

…
受
験
申
請
受
付
期
間

第
2
部
門

（
一
般
）
に
分
け
て
募
集

…

6
月
2
日
1

6
月
お
H

し
ま
す
ゅ

一
試
験
日

定
信
級

8
月
凶
日

応
募
要
領

募
集
用
紙
に
よ
り
応
募
…
屯
話
級

8
日
初
日

1
8
H

n
日

し
て
く
だ
さ
い
。
水
古
対
策
室
に
ご

一

詳
細
に
つ
い
て
は
、
8
0
7
6
2

注
総
い
た
だ
け
れ
ば
、

W

砂
防
次
用
紙
を

一
uu泣
H
2
9
2
9
の
テ
レ
ホ
ン
サ
｜

送
り
ま
す
。

一
ピ
ス
、
又
は

8
0
7
6
2
1
n
H
7

応
募
期
間

…
l
2
l
の
セ
ン
タ
ー
事
務
所
へ
。

子 4 ンュベーハー
( 400t文紙納入 リ）

トイレッ トペーパー
（般紙ロール4例組）

3
月
初
日
（
木
）ま
で
。
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思8勾＠~凪＠邸呂

＝基礎年金に上乗せする年金に＝

l正｜民年金が改正されたことにrドい．会社や

工場 に勤めている 人が加入している印生年金

保険も大船に改正されます。

加入者は65歳未満の人に限定

現行の厚生年余保険では．被保険fi・の資 総

に；制限はあリ ませんが．新しい年余制度では

65ぷから ~111\) J,H主年全が立；給されることにな

リましたのてヘ ｝Jll 入行は似~！J とし て651凌にな

ると 被保険訟でなくるリます。 （杭iめf時前あ

り）

とよJ;, ~拘~年金に必袋な Jtfn則HlJ を満たし

ていない場合に．退職後もづ｜ きあい、て被保険

れーになることかできた；tiJl.c'. ( ff:意縦続｝J[J人市IJ

1主）L:t Iii 11.されます。 ｛主主治桃山あリ ）

給付は基礎年金支給が妥件

.fJl.{1： の＇~メオー年全lよ．初めている川の＊:i （・tに
！日l係な〈川l 人 lYl l日lだけで制の決まる~古(lg1；分

と ． 給料に Lじ じて 自（lの決まる桜酬比例分を｛~

,;t・したむのにな Jていますが. ~Ii L ＼、；Jilli~：で

';t. J.i.：古＜um分か 棋院年金にる・リますので.1•;: 
’j：年全｛よ鰍酬比f91Jの年イt.をえ：給する；11111主にな

ります。

ニの 1：来せされる日II分の年令を． 巴｛紛l'i'I二

年~！＂： . 防古厚生年イf. . ilili矢印’t年全 といいま

寸e

よれ九のfドイpま. l~(l!!J として ），！； 6,t!年金を交

けられるは；合に交給できます。
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し
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h
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l
l
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v
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l

一
な
い
、

「
か
ぜ
」
の
人
を
避
け
る
は

g周
の

臼

ん

ご

う

一
か、

2
2
2を
よ
く
し
、

体

u
u
u
u
r
u
l
u
r
L
U
U
M
M
u
u
u
．
カ
と
と
も
に
紙
抗
力
を
つ
け
る
こ
と

一
が
大
切
で
す

．
，
，
、
、
‘
，
，
，
h
B
F

－F

l
l

i

＼

h
シ、、
1
ノ

川

忠
ゆ
バ
一

一径

の

献

血

冒

4

’m

，u、
、
吻
仇
u

－－一

唱
J

h

t

、

‘↓、
・
こ

’b

弘

F
h再三
5
1
一
一
・

協
力
者
名

1
月
実
施
分

b

－
d
陵
会
て

こ

境

地

区

水
い
川
悦
．
4
、
水
品
秀
降
、

｝
し

／，，

l
h＼

k

一

水
・
川
光

一

h
，

一
宮
崎
地
区

制
谷
走
行
代
．
川
内
佼

aE

「
か
ぜ
」
は

f
供
た
や
り

・

之
、
加
政
尖
夫

f
、
松
本
以

f
、

ち

の
病
気
の
小
で
、

「
孫

子

会

側

一
、
水
山
美
紀
子

凶ピ
nr

ぃ
病
気
で
す
《
ま
た
、

一
一
笹
川
地
区

折
谷
安
時
．
以
仲
汁
赤
十
代
、

二
割少

年
を
通
じ
て
久
．
、
に

一
書

多

一

勝

間

夕
美

い
病
気
で
す
。

・
泊

一
区

必
れ
い
い
正
川
、
山
本
功
、
近

さ
て
、
大
人
の

「
か
ぜ
の
滅
状
と
・

。礼
和
夫
、
山
出
品
開

f
、
似
品
正

い
え
ば
、

併
が
つ
ま
ゥ
た
り
、

ωみ
・
泊
二
区

本
林
野
市
ザ

f
、
大
出
版
多
必
ノ
ナ
、

ず
が
出
た
り
、
く
し
ゃ
み
、
せ
る
、
一

上
滞

T
4．
佐
淀
川
H

、
佐
政
栄
作
、

品然、
頑
痛
な
ど
が
主
に
な
り
ま
す
が
、
・
上
川
市
伸

一
、
大
久川怖
い忠
実

f
．
．
 
k
 

み
ち
ゃ
ん
や
子
供
で
は
、
全
身
に
そ

一

作
純
子
、
中
川
彰

の
彩
慨
廿
が
及
び
、
・
外
み
ず
、
せ
き
、

泊
三
区

千
坂
和
歌

f
、
中
村
義

一
、

く
し
ゃ
み
、
熱
だ
け
で
は
な
く
、

叶

二

千

．以
久
様
、
長
井
久
・半
、総
似
灼

い
た
り
、
下
痢
を
し
た
り
、
あ
る
い
…
深
松
川
公
忠
、
大
谷
犯
行
、
江
湖

は
不
出問嫌
に
な
っ
た
り
、
食
欲
不
似

・
初
出
、
中
島
縦

一
、
ド
ρ川
崎川、

同

や
時
眠
不
良
に
な
っ
た
り
と
、
い

ろ

…

附
正
問
、
経
間
際
子
、
．
中
間
久
長

い
ろ
な
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。

一

f

岩
国
必
信
、
岡
山
同
明
、
中
村

そ
し
て
、「
か
ぜ
」
の
治
療
に
は
解

…

必

絞

M
m
…
削
や
鎮
痛
鎖
的
削
、

せ
き
止
め
な
・

五
箇
庄
地
区

広
岡
下
似
品
、
谷
口
汚

ど
症
状
に
応
じ
た
薬
が
使
わ
れ
ま
す

・
い
川

土
U

底
的、

ドヴ旧
恭
子
、
永
介

が
、
特
効
業
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
は

一

泊
裕
、

η尚
良
一

、
長
能
’
倣
夫
、

な
く
、

寸
か
ぜ
」
に
か
か
っ
た
ら
、
何

…

前

倒

志
村
江

よ
り
大
切
な
の
は
「保
温
」
と
「安
的
」
一
南
保
地
区

舷
間
美
徳
、
瀬
戸
博
文
、

で
す
。

一

川

上

誠

一
、
谷
口
円
、
倒
木
貴
ぶ

ま
た
、
「
か
ぜ
」
の
チ
防
と
し
て
ワ

・

災
‘
臼げ
U
知
江
、
中
村
初
彦

ク
チ
ン
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

．
山
崎
町
地
区
中
野
末
子
、
仙
れ
実
相
、

こ
れ
は

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
付
・

川
向
日
円
、

林
栄

一
、
水
野
法
、
自
証

す
る
も
の
だ
け
で
、
ぶ
ち
ゃ
ん
に
村
…
述
よ
り
、
久
技
U
行
進
、

ト八
必
良

し
て
は
、
副
作
用
の
問
題
も
あ
リ
、

一
、
秋
山
崎
美

あ
ま
リ
似
極
的
に
は
い
行
わ
れ
て
い
ま
・

大
家
庄
地
区

内
れ
旬
、
従
辺
剛
、

せ
ん
。

－

A
F
V礼
u
m
H
ベ小
f
、
小
川
川
町
長
、
新
村

亦
ち
ゃ
ん
の
予
防
法
と
し
て
は
．

…

「

幻

f
、
山
川
ぶ
長

f
、
山
本
料

消
悩
的
な
↑刀
法
で
す
が
．

「
か
ぜ
」

日

f
、
山
ト
小
鉱
靴
、
山
勝
什
げ
災
問

の
流
行
時
に
は
人
泌
み
に
連
れ
山
さ

…

（以
上
九
人
）

－
く
ら
し
の
情
報
室

。

「
名
儀
貸
し
」

一
一質
問

以
前
に
訪
問
を
受
け
、
取
リ

一
引
き
を
し
た
こ
と
の
あ
る
セ
ー
ル
ス

一
マ
ン
か
ら

，絶
付
に
迷
惑
は
か
け
な

屯
い
の
て
、
名
小川
だ
け
目
し
て
欲
し
い

」

し
と
似
ま
れ
、
，

mぶ
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
と
ニ
ろ
が

5
か
け
後
．
じ
版
会

μ
ー
か
ら
、
例
H

川
訓
臥
削
附
人
あ
っ
せ
ん

契
約
に
よ
る
代
分
。
の
川
悦
K
H
U
仏
か
川
さ

ま
し
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
行
方
か

分
か
ら
す
‘

ど
・
ー
し
た
句
よ
い
で
す

－a
，
 

s

咽，，回

答

相

ぷ
の
件
は
、

松
近
同情
え
て

い
る

「名
義
行
し
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
例
品
川
賦
脚朗
人
あ

う
せ
ん
契

約

（h

仏
仕
V
H
か
い
契
約
と
い
う
も
の）

の
州場
介
か
は
と
ん
ど
で
す
い
阪
会

什
か
白り
泊
ボ
か
く
る
の
は
、
い
版
会

’
札
は
、
あ
な
た
に

（ゃ
れ
義
人
｝
代
わ

っ
て
、
版
光
業
お
に
商
品
代
金
を

H

U
M
H

払
い
”
を
し
て
い
る
か
・
り
で
す

一

、

ゃ
れ
み
口
し
」
の
ト
ラ
ブ
ル
を
み

一
る
と
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
か
・
り
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